
     会長 葉山稔洋 

 

 皆さんこんにちは、今日も先週に引き続きZOOM

による例会を開催しておりますが、如何でしょう

か？先週は、ここに９名とWEB上で20名位の参加が

あった様に思います。本日もよろしくお願い致し

ます。 

 先程ご紹介しましたが、森様には図書券を御願

いしたばかりにわざわざ荒尾からお持ち頂きまし

た。感謝申し上げます。この件に関しては何度も

話しておりますが、地区から依頼された支援金を

活用し、被災した子供たちが通う時代を担う幼稚

園・保育園、そして小中高校合計60カ所に寄贈す

る事業がやっと実行できる日が近づいて来まし

た。中央ロータリークラブと合同の企画の為に歩

調を合わせるのに手間どりま

した。戸高会員に作成して頂

きましたこのプレートを各所

に設置頂く事になっておりま

す。 

 この人吉の状況でなかなか委員会の事業が遂行

されていないと思いますが、そんな中学校長から

推薦された候補者を人吉ＲＣ奨学基金委員会から

給付決定者の件で理事会に議案の上程があり、持

ち回り理事会に諮った結果、全員に承認を頂き人

吉高校と球磨工業高校に有馬委員長から連絡をし

て頂きました。さらに例年は、地区補助金を利用

して開催しておりましたチャレンジカップを中止

しましたので、代替え案として安達社会奉仕委員

長に地区に承認を得た上で、人吉高校と球磨工業

高校に学校長との懇談の中で要望の強かったプロ

ジェクターを寄贈する事で進めており、実行出来

たらまた報告させて頂きます。 

 最後に、事務局から友の12・1・2月号と尾上委

員長のコメントが同封されていたと思いますが、

どうぞ熟読頂きます様にお願いいたします。本当

に「どうなるクラブの今後」に共感した次第で

す。 

 また、請求書と一緒に米山と財団に寄付された
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  来訪者の紹介を致します。 

  荒尾ＲＣの次年度ガバナー補佐を務められます 

  森 國次様です。後程時間をとりますので挨拶を 

  御願いします。 
 
                 

 

 

 

通 算 3 0 7 4 回 

2 0 2 1 年 2 月 1 9 日 

第 １ ４ 回 例 会 

 国 歌  「君が代」           

 Ｒ Ｓ  「我等の生業」 

点鐘 地区補助金管理ｾﾐﾅｰ報告 

国歌斉唱 次年度SAA委員長就任挨拶 

ﾛｰﾀﾘｰｿﾝｸﾞ斉唱 結婚誕生お祝い 

会長の時間 ベテラン会員卓話 

幹事報告 寄付カード 

来訪者挨拶 点鐘 



方には領収書が、同封してあります。これから確定

申告をされる方 控除の対象になりますのでご利用

ください。そしてこの事を頭の片隅において頂き沢

山ご寄付ください。地区の補助金を利用した事業も

この財団への寄付額の３年間の平均から割り出され

た記憶しております。後から財団セミナーに参加さ

れた石蔵次年度から詳しく報告があると思いますの

で、皆さん寄付を宜しくお願い致します。 

 それから最後の最後に中川会員ベテラン会員卓話

宜しくお願いします。 

以上会長の時間を終わります。 

 

 

 
 
   幹事 北 昌二郎 

 

≪連絡事項≫ 

○会長エレクト研修セミナーの案内が届いており 

 ます。石蔵エレクトへ 

〇熊本南RC  2/22 例会取止め 

○今後の例会について 

 2/26、3/5の例会は肥後銀行人吉支店２階で行いま 

 す。会場例会時間は12時30分～13時（30分例会） 

 感染防止のため弁当は持ち帰りです。 

 

 

 

【来訪者挨拶】 

        荒尾ロータリークラブ  

        次年度ガバナー補佐 森 國次 様 
 

 人吉ロータリークラブの皆様に

は日頃より大変お世話になってお

ります。本日はコロナ禍の中、Ｚ

ＯＯⅯ例会開催という折、貴重な

時間に例会へ出席させて頂きまし

た。実は、この度沢山の図書カー

ドをご注文頂きまして誠にありが

とうございました。本日お届けに参りました。改め

て御礼申し上げます。 

 私ロータリー歴28年で、入会当初から貴クラブと

は「友好クラブ」として交互に行き合い懇親を深め

ていました。一時中断していましたが、昨年秋、中

川先輩の肝いりで再開出来ました事、大変嬉しく

思っております。 

 人吉クラブの皆様からはいつも学ぶことばかりです

が、今後共宜しくお付き合いを頂きます様お願い致

します。 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【セミナー報告】  

            会長エレクト 石蔵尚之 

 

 国際ロータリー第2720地区･補助金管理セミナー 

 熊本会場（嘉島町民会館）2/6(土)13:00～15:30 
 

 次年度国際奉仕委員会の井手

委員長、地区研修委員会の中川

副委員長との３名で出席しまし

た。およそ１年前の新型コロナ

ウィルスの発生からPET、地区研

修協議会をはじめとする各種研

修会、また地区大会もライブ配信が決まりました

が、この補助金管理セミナーは手続き上の問題から

一堂に会して実施されることになりました。 

 地区補助金申請事業を行うには、このセミナーに

参加することが義務付けられています。 

セミナーは資金推進、地区補助金・資金管理、グ

ローバル補助金、ポリオプラス、平和フェローの５

項目について説明がありました。本日は時間の都合

上、資金推進（寄付について）と地区補助金につい

て報告いたします。 

 まず、寄付の種類です。年次基金、恒久基金、使

途指定寄付の３種類あり、よく知られるものは

1,000ドル以上の寄付者をポール・ハリス・フェ

ローと呼ばれる年次基金だと思います。３年間利殖

に回しその運用益を運営費等にあて、３年後に全額

プロジェクトに使われます。この一部が地区補助金

の原資となり、我がクラブでは人吉RCチャレンジ

カップ陸上競技大会が該当します。様々な条件、資

格を経て、事業費のおよそ半額が地区から補助され

てきました。今年度は残念ながらコロナ禍、豪雨災

害のもとチャレンジカップは中止となりましたし、

コロナウィルスの不安は今後もつきまとうと思いま

すが、次年度では改めて開催を目指し、手続きを進

めさせていただきたいと思っております。 

 財団委員長からいずれ詳しいご説明をいただく機

会はあると思いますので、本日は簡単ですが、チャ

レンジカップ開催の件、また引き続き財団への寄付

をお願いして報告といたします。 

 

 

【次年度ＳＡＡ挨拶】 

          次年度SAA委員長 新堀純子 

  

  この度、SAA委員長を拝命しまし

た新堀です。今年度のSAAはコロナ

禍でのリーモート例会、そして災

害による場所の移動で通常ではな

い例会に工夫され対応してこられ

ました。次年度もしばらくは、こ

のような状況が続き、SAAは柔軟な対応が求められ

ると思います。 

  チームで知恵を出し合い、より良い例会になるよ

う努めて参ります。 

 

 

 

 



【親睦委員会】 

❀１月２月の結婚･誕生祝い品は 

お届けしました。 

 

 

 ゴルフ愛好会よりご案内 

  再開します！「 葉山会長杯 第４戦」  
  
       ２月２３日（火）祝日 

    クラウンゴルフクラブ 9:45スタート 

    久しぶりにご一緒しましょうー！ 

 

 

 

【プログラム委員会】 

  

        ベテラン会員卓話 ⑧ 

                 

          中川 貴夫 会員 （Ｒ歴25年） 

 

  私の職業は、自動車整備です。有限会社・人吉球

磨車輌整備工場は、昭和41年創業で創立55年になり

ます。父が創業者で二代目になります。現在は、三

代目の息子、宝星と一緒に仕事をしていますが車の

整備が専門で車輌販売、鈑金、自動車保険など行っ

ています。 

 現在は、ガソリン・ディーゼル自動車からハイブ

リッド車、電気自動車、そしてテレビで宣伝を始め

ましたが水素自動車に進化し続けています。新しい

エネルギーに代わりつつあると共に整備の技術は昔

からの「感覚」の整備からコンピューターを使った

整備が必要になってきています。 

 これからは、さらにコンピューター診断機を使わ

なければ整備が出来ません。 

 例えばフロントガラスを交換しても、フロントバ

ンパー交換しても衝突防止機能がある車は「エーミ

ング設定」と言って衝突防止機能設定をしなければ

ならない様になりコンピューター診断機が必要で

す。そして、また別に特定整備認証取得をしなけれ

ば成りません。 

 車が進化するたびにそれぞれの診断機が必要にな

り設備投資が大変になっています。また、３K（キ

ツイ、汚い、危険）もあり整備工員の減少が顕著に

なっています。人作りも大変な時代になってきまし

た。 

 整備工場を設立するには、２級整備士、３級整備

士、工員の最低３人いれば開業できましたので、社

長が２級整備を持たれていれば奥さんが勉強され３

級整備を取得され多くの小さな町工場が出来まし

た。しかし、これからは設備投資を考えると大変で

はないかと思います。我社は、若干外車も扱ってい

ますので整備が出来る体制なのが良いところかなと

思っています。 

 しかしながら専用の診断機がないと整備処理が出

来ない時には、車輌運搬車で熊本のディーラーまで

持ち込んで整備をさせて貰っています。外車ディー

ラーとのつながりがある所も強みかなと思っていま

す。最終的には、お客様が快適に車にお乗り頂く事

を目的にしていますので熊本まで運ぶ事は苦になり

ません。 

 これからの未来像ですが、車を整備する事は当然

ですがお客様に喜んで頂く事を考えて、車のトータ

ルサービスを目指す事が重要であろうかと思いま

す。 

 それと同時に、私は人間的つながりが一番重要で

あると思っています。車は機械ですので完璧な整備

をすれば快適に走行しますが、人は主義主張が違え

ば時には仕事が無くなる事もあり得ます。 

 私の師匠は、勝手に自分で思っているのですが人

吉RC入会時の推薦人である故伊久美寛志パスト会長

であります。会長は自分の信念は曲げない人であり

一本筋の通った人でありました。しかし、自分の意

見を他の人に強要する事は無く、自分が決めた事は

実行されました。例を挙げると、伊久美会長は私に

「僕は、この様に思うけど、それはタッチャンあな

たが決める事です。」と決して無理強いはされませ

んでしたし例え私が反目であっても私を信じて戴き

ました。 

 とても難しい事で自分には出来ないかもしれませ

んが、少しでも伊久美パスト会長精神に近づけるよ

うに努力したいと思っています。 

 私が何を言いたいかと言うと、ロータリー精神に

「思いやりをもって人に接しましょう。」と、良く

出てきますが、主義主張は違うけれど相手を信じて

仕事は任せる。そのような人間として私も人に接し

て行きたいと思っていますし息子にもその様になっ

て欲しいと思います。どのような仕事をするにして

も、相手としっかり話し合いを行い実行する事で信

用・信頼を戴く事が一番重要な事であろうと思って

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  有馬 宏昭会員  13日  鳥井 正徳会員  16日

 青木 一幸会員 23日 

 堤 脩 会員   10日  春木 顕 会員  16日 

 延岡 研一会員  20日  友永 和宏会員  22日 

 有馬 宏昭会員  26日   

 大久保勝人会員  1日  漆野 智康会員  7日 

 内藤 靖雄会員  11日  中村 太郎会員  7日 

 武末 憲一会員  27日  



【寄付カード】 

〈ニコニコ箱委員会〉 

・荒尾ＲＣ森國次様 本日は貴重なお時間に出席さ 

 せて頂き有難うございました。人吉クラブの皆様 

 今後共よろしくお願い致します。     

・石蔵会員 荒尾ＲＣの森様、ご来訪ありがとうご 

 ざいます。                             

・堤脩会員 誕生祝い頂きました。有難うございま 

 した。                                 

・延岡会員 誕生祝、ありがとうございました。コ 

 ロナの影響で還暦祝もそこそこに61歳になりまし 

 た。                                   
 
〈Ｒ財団委員会〉 

・中川会員 次年度（荒尾ＲＣ）森ガバナー補佐よ 

 うこそ人吉ＲＣにお越し戴き有難うございます。 

 荒尾ＲＣ対人吉ＲＣゴルフ親睦会ではお世話にな 

 りました。                            

・石蔵会員 人吉ＲＣチャレンジカップ陸上競技大 

 会が開催出来ますよう期待して寄付します。 

                       

・葉山会長 荒尾ＲＣ森次年度ガバナー補佐の来訪 

 を祈念して                              
 
〈米山記念奨学委員会〉 

・葉山会長 Ｒ財団カードと同文            
 
〈人吉ＲＣ奨学基金委員会〉 

・葉山会長 Ｒ財団カードと同文            

 
 
           点 鐘   葉山稔洋 会長 

                  

 
                Ｒﾐﾆ情報  

会長エレクト研修セミナー（PETS） 

Presidents-Elect Training Seminar 
 
理事会が決定した通り地区内のクラブ会長エレクト

を指導し、研修を行うために、PETSを開くものとする

が、多地区合同のPETSでも差し支えない。PETSは、毎

年、なるべく2月または3月中に開くものとする。ガバ

ナーエレクトがPETSに対し責任を持つものとする。 

PETSは、ガバナーエレクトの指示および監督の下に、

計画、実施されるものとする。 
 
PETSの目的 

・次期クラブ会長が次年度の会長となるための準備を 

 整える。 

・地区ガバナーエレクトおよび次期ガバナー補佐に、 

 次期クラブ会長の意欲を高め、協力関係を築く機会 

 を提供する。 

PETSのプログラム 

・RIテーマ 

・クラブ会長の役割と責務目標の設定 

・クラブ指導者の選任と準備 

クラブの管理運営 

・会員増強 

・奉仕プロジェクト 

・ロータリー財団 

・公共イメージ 

・支援源 

・年次計画と長期計画 

地区研修・協議会  (DTA) 

District Training Assembly 
 
多地区合同で開催することもできる地区研修・協議

会は、必要な技能、知識および意欲を持ったロータ

リークラブの指導者を育成し、会員基盤を維持、およ

び／または増強し、それぞれの地域社会をはじめ他

の国の地域社会のニーズを取り上げたプロジェクト

を実施して成功させ、プログラムへの参加と資金寄

付を通じてロータリー財団を支援するために、なる

べく3月、4月、5月のいずれかの月に、毎年開催され

るものとする。ガバナーエレクトが地区研修・協議会

に対し責任を持つものとする。地区研修・協議会は、

ガバナーエレクトの指示および監督の下に、計画、実

施されるものとする。特別な事情があれば理事会は、

ここに定める時期以外に地区研修・協議会を開催す

ることを認可できる。地区研修・協議会に出席を要請

されるのは、次期クラブ会長と次年度に重要な指導

者の役割を務めるために次期会長より指名されたク

ラブの会員である。 
 
地区研修・協議会の目的 

・就任に先立ち、次期クラブ指導者がクラブの指導者

チームを築けるようにする。 

・地区ガバナーエレクト、次期ガバナー補佐、地区委

員会にクラブ指導者チームの意欲を喚起し、協力関

係を築く機会を提供する。 

地区研修・協議会の参加者 

地区研修・協議会の参加者は、クラブ会長エレクトお

よび次ロータリー年度に指導的役割を果たすよう会

長エレクトから指定されたロータリークラブ会員と

する。 

地区研修・協議会の構成要素 

地区研修・協議会においては、研修に参加する各職務

別グループのために次のような構成要素が盛り込ま

れるものとする。 

・RIテーマ 

・役割と責務 

・方針と手続 

・チームの選任と研修 

・年次計画と長期計画の策定 

・支援源 

・事例研究の演習 

・チーム作り演習：クラブ目標の最終決定 

・問題解決の演習 

 

研修に参加する機能別グループには以下が含まれ

る。 

・クラブの管理運営 

・クラブ公共イメージ 

・会員増強 

・奉仕プロジェクト 

・ロータリー財団 

・幹事 

・会計 

・会長エレクト 

 

 
http://rotaryeclub2650japan.org/ 

ﾛｰﾀﾘｰ用語便覧より 


